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昨
年

12
月

14
・

15

日
の
両
日
、
第
４
回
定

例
市
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

く
ま
が
い
桂
子
市
議

の
質
問
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

♦ 
 

♦ 
 

♦ 
質
問
１ 

 

南
部
地
区
で
の
デ
マ

ン
ド
交
通
実
証
実
験
の

改
善
策
や
利
用
促
進
策

と
、
今
後
対
象
地
域
の

拡
大
予
定
を
う
か
が
う
。 

答
弁
１ 

 

２
日
前
の
予
約
か
ら

１
日
前
の
予
約
と
な
り
、

利
用
者
は
３
倍
に
な
っ

た
。
今
後
は
真
谷
地
、

楓
、
登
川
、
十
三
里
、

滝
ノ
上
で
の
導
入
を
検

討
予
定
。 

質
問
２ 

 

３
か
月
前
の
本
年
、

28
年
度
、
９
月
に
は
、

交
通
体
系
の
基
本
方
針

と
し
て
― 

①
様
々
な
交
通
資
源
を
、

効
率
的
に
組
み
合
わ
せ

て
、
小
・
中
・
高
の
児

童
・
生
徒
の
輸
送
を
第

一
に
市
民
の
足
を
確
保

す
る
。 

②
社
光
～
新
夕
張
間
は

「
南
北
軸
幹
線
」
と
し
、

移
動
実
態
に
合
わ
せ
た

運
行
と
す
る
。 

③
何
部
・
真
谷
地
・
楓
・

登
川
、
滝
の
上
地
区
は

支
線
と
し
、
南
北
軸
上

で
南
北
軸
幹
線
と
接
続

さ
せ
る
。 

④
「
都
市
間
幹
線
」
は

若
菜
、
清
水
沢
交
通
結

節
点
で
南
北
軸
幹
線
及

び
支
線
と
接
続
さ
せ
る
。 

⑤
小
規
模
輸
送
を
担
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
交
通
事
業

体
を
育
成
し
、
交
通
体

系
の
充
実
を
図
る
。 

―
以
上
の
５
項
目
が

交
通
問
題
協
議
会
の
中

で
提
案
さ
れ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
３
月
に
Ｊ
Ｒ
の

減
便
、
10
月
に
は
バ
ス

の
更
な
る
減
便
が
相
次

ぎ
、
小
中
高
生
の
通
学

の
足
は
、
確
保
し
た
も

の
の
、
市
民
の
足
は
地

域
に
よ
っ
て
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
。 

Ｊ
Ｒ
お
よ
び
路
線
バ

ス
の
減
便
へ
の
対
応
策

に
つ
い
て
、
市
長
の
お

考
え
を
う
か
が
う
。 

答
弁
２ 

 

単
に
不
便
だ
か
ら
増

や
す
の
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
補
て
ん
型
公

共
交
通
か
ら
、
地
域
で

育
て
る
利
便
型
へ
転
換

の
た
め
に
、
様
々
な
政

策
と
連
携
を
図
り
進
め

た
い
。 

再
質
問 

 

10

月
か
ら
更
に
バ

ス
が
減
便
と
な
り
、
特

に
本
町
・
末
広
・
鹿
の

谷
方
面
か
ら
清
水
沢
・

南
清
水
沢
方
面
へ
は
、

７
時
台
・
８
時
台
の
早

朝
の
便
の
後
は
、
10
時

台
の
便
が
な
く
な
り
、

清
水
沢
か
ら
南
清
水
沢

へ
行
く
こ
と
も
困
難
に
。 

帰
り
は
４
時
台
と
５

時
台
の
２
便
し
か
な
い
。 

Ｊ
Ｒ
の
行
き
は
７
時

台
、
８
時
台
、
12
時
台
。

帰
り
は
、
12
時
台
、
４

時
台
、
７
時
台
の
み
。 

市
民
の
声
を
紹
介
す

る
と
、「
赤
ち
ゃ
ん
や
幼

児
は
午
後
か
ら
は
お
昼

寝
の
時
間
で
、
眠
く
な

り
、
泣
い
た
り
ぐ
ず
り

だ
す
の
で
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
は
大
変
。

自
分
だ
け
で
も
、
バ
ス

の
本
数
が
少
な
く
、
清

水
沢
で
買
い
物
を
し
、

南
清
水
沢
へ
と
思
っ
て

も
、
接
続
が
な
い
。
喫

茶
店
も
な
く
、
暖
か
い

場
所
で
待
つ
事
も
で
き

な
い
。
帰
る
便
も
非
常

に
少
な
く
、
時
間
を
持

て
余
す
の
で
、
出
か
け

る
こ
と
が
極
端
に
減
っ

た
。
よ
ほ
ど
の
事
が
な

け
れ
ば
、
出
か
け
た
く

な
い
。
」
と
い
う
意
見
。 

自
家
用
車
を
使
用
し

な
い
市
民
に
と
っ
て
、

こ
れ
ら
の
減
便
は
本
当

に
不
便
で
、
切
実
な
問

題
で
あ
る
と
考
え
る
。 

１
年
前
の
第
４
回
定

例
市
議
会
に
お
け
る
、

「
Ｊ
Ｒ
の
減
便
対
策
に

つ
い
て
」
の
一
般
質
問

に
対
し
、『
バ
ス
利
用
に

切
り
替
え
て
い
く
』
と

い
う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

今
年

10

月
に
は
そ
の

バ
ス
路
線
が
減
便
に
な

っ
た
。
札
幌
行
き
の
バ

ス
の
接
続
も
半
減
さ
れ

た
。
そ
の
対
策
に
つ
い

て
、
市
長
の
お
考
え
は
。 

再
答
弁 

 

待
機
場
所
は
複
合
施

設
の
建
設
な
ど
、
具
体

的
に
今
市
が
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
不
便

な
声
は
貴
重
だ
が
、
利

用
者
側
の
協
力
も
必
要
。

現
実
的
な
対
応
の
議
論

が
必
要
と
考
え
る
。 

意
見 市

民
の
暮
ら
し
の 

「

生

活

の

Ｑ

Ｏ

Ｌ

Q
u
a
lity

 O
f L

ife

（
生
活

の
質
）
」
の
向
上
に
か
か

わ
る
大
き
な
問
題
。
生

活
の
基
本
で
あ
る
『
衣
』

『
食
』『
住
』
の
買
い
物

に
も
、
生
き
が
い
と
な

る
趣
味
や
生
涯
学
習
、

市
民
活
動
な
ど
に
も
、

移
動
手
段
が
必
要
。
交

通
手
段
が
あ
れ
ば
、
商

店
街
も
活
性
化
す
る
。 

 

移
動
の
し
や
す
さ
が

暮
ら
し
や
す
さ
と
な
り
、

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
町
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
。 

市
長
・
職
員
の
更
な

る
奮
闘
を
期
待
す
る
。 
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１
月
７
日

、
市

の
成

人
祭
が
清
水
沢
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

財
政
破
た
ん
の
翌
年

の
感
動
的
な
成
人
祭
か

ら
、
ち
ょ
う
ど

10

年
目

に
な
り
ま
す
。 

こ
こ
数
年
、
雪
が
降

る
こ
と
が
多
か
っ
た
成

人
祭
で
す
が
、
こ
の
日
は

快
晴
。 

く
ま
が
い
桂
子
市
議

と
共
産
党
後
援
会
の
メ

ン
バ
ー
が
参
加
者
の
成

人
を
祝
い
、
会
場
入
り

口
で
Ｊ
Ｃ
Ｐ
マ
ガ
ジ
ン
や

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
を

手
渡
し
ま
し
た
。 

今
年
の
新
成
人
の
該

当
者
は
66
名
で
、
当
日

は
52
名
が
成
人
祭
に
参

加
し
ま
し
た
。 

す
で
に
社
会
人
と
し

て
働
い
て
い
る
若
者
や
、

進
学
し
学
ん
で
い
る
若

者
た
ち
が
再
会
を
喜
び
、

楽
し
そ
う
に
記
念
写
真

を
取
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。 ま

た
、
わ
が
子
の
晴

れ
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め

て
い
る
ご
家
族
や
、
高

校
時
代
の
先
生
と
記
念

写
真
を
撮
る
光
景
も
あ

り
、
会
場
入
り
口
は
、

あ
で
や
か
な
振
り
袖
姿

の
新
成
人
も
多
く
、
明

る
く
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

大
正
１０
年
の
た
た
か
い 

③ 

北
炭
の
計
算
ち
が
い 

一
心
会
の
役
員
四
名
と
鉱
夫 

 
 

 
 

三
名
は
、
労
働
者
代
表
と
し
て 

『 
 

 

賃
下
げ
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
、
や 

 
 

 
 

む
な
く
ば
延
期
す
る
事
』
を
申
し 

 
 

 
 

入
れ
ま
す
。 

 

こ
こ
で
北
炭
は
大
き
な
誤
算
を
し
て
い
ま
し
た
。

一
も
二
も
な
く
会
社
提
案
に
賛
同
す
る
と
思
っ
て

い
た
「
一
心
会
」
ま
で
も
が
不
満
を
抱
き
、
鉱
夫
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
て
逆
に
異
を
唱
え
始
め
た
の
で

す
。 北

炭
は
大
事
な
点
を
見
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
一

心
会
の
会
員
も
同
じ
炭
鉱
夫
だ
っ
た
、
同
じ
現
場
で

汗
す
る
労
働
者
だ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。 

 

さ
て
会
社
側
の
回
答
は 

 

あ
わ
て
た
会
社
は
、『
賃
下
げ
は
変
更
し
な
い
が
、

二
月
か
ら
四
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
に
限
っ
て
歩
増

し
し
て
支
給
す
る
』
と
し
、
『
こ
れ
で
交
渉
は
打
ち

切
り
』
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。 

鉱
夫
た
ち
は
、
夕
張
連
合
会
と
し
て
登
川
支
部
の

烏
山
源
五
郎
（
副
理
事
長
）
を
急
遽
上
京
さ
せ
、
鉱

夫
総
連
合
会
本
部
に
応
援
を
求
め
ま
す
。 

 

た
た
か
い
は
、
夕
張
の
ヤ
マ
だ
け
で
な
く
全
国
的

な
構
え
の
運
動
に
な
っ
た
の
で
す
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くずさんの 

夕張歴史散歩（63） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紙
智
子
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙 

智 

子

 

 
 

 
 

連
携
し
道
民
要
求
実
現
、

暴
走
政
治
転
換
へ 

一
日
は
札
幌
市
白
石
区
の
白
石
神
社
前
で
、
畠
山
和
也

衆
議
院
議
員
と
衆
議
院
三
区
と
比
例
区
の
重
複
で
あ
る
川

部
竜
二
予
定
候
補
、
伊
藤
り
ち
子
札
幌
市
議
、
清
田
区
で

は
吉
岡
ひ
ろ
子
市
議
候
補
と
そ
ろ
っ
て
新
年
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。
仕
事
始
め
の
街
頭
宣
伝
、
道
党
の
新
春

旗
び
ら
き
、
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
の
新
年
交
礼

会
と
道
労
連
の
旗
び
ら
き
、
各
地
後
援
会
の
新
春
の
つ
ど

い
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。1

月
は
日
本
共
産
党
の
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
、
解
散
総
選
挙
が
予
想
さ
れ
て
い
る
中
で
、

意
気
高
く
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。 

十
二
日
か
ら
十
三
日
は
、
参
議
院
の
沖
縄
・
北
方
特
別

委
員
会
で
根
室
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
を
訪
ね
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
昨
年
の
日
ロ
首
脳
会

談
に
つ
い
て
、
元
島
民
の
千
島
連
盟
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
領
土
交
渉
に
つ
い
て
前
進
が
見
ら
れ
ず
、
期
待
外
れ
だ

っ
た
」
「
共
同
経
済
活
動
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

領
土
の
返
還
に
つ
な
が
る
の
か
、
道
筋
を
具
体
的
に
示
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

羅
臼
の
展
望
台
か
ら
国
後
島
を
眺
め
ま
し
た
。
ど
の
議

員
か
ら
も
「
国
後
島
は
こ
ん
な
に
大
き
な
島
だ
っ
た
の

か
！
」
「
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
の
に
、
七
〇
年
も
帰
れ
な

い
島
民
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
少
し
で
も
理
解
で
き
た
気
が

す
る
」
と
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

党
大
会
が
終
わ
り
一
月
二
〇
日
か
ら
通
常
国
会
が
始
ま

り
ま
す
。
領
土
問
題
、
北
海
道
Ｊ
Ｒ
の
鉄
路
廃
止
の
問
題

を
は
じ
め
切
実
な
課
題
に
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、
取
り

組
み
な
が
ら
、
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
を
転
換
す
る
た

め
に
頑
張
る
決
意
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


